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◎ はじめに 

 

 平成２４年度に文部科学省の委託研究事業による「実効性の高い学校評価・情報提供の充

実・改善に向けた取組に関する事業」を受託し、平成２５年３月に「ニセコ町学校評価ガイ

ドライン」を作成しました。 

平成２５年度からこのガイドラインに基づいたニセコ町学校評価委員会を組織立てし、幼

児センターから高校までの学校評価について、ニセコ町としての取組を進め、２年目を迎え

ました。 

ニセコ町学校評価委員会の取組の特徴は、幼児センターからニセコ高校までにおけるニセ

コ町の子どもたちの成長過程について、設定した共通項目について同じ目線で捉えながら、

子どもたちの成長を考えていくことです。 

学校教育の業務は多岐に渡っておりますが、その中から共通の重点目標とそれに関わる共

通の評価の観点を設定し、幼児センターからニセコ高校まで連携した学校評価を模索しなが

ら進めてきました。 

平成２６年度の各学校の評価結果をもとに、ニセコ町全体の評価結果としてまとめました。 

 

 

 

１ 平成２６年度の委員会活動の状況 

 

 ① 第１回ニセコ町学校評価委員会 

   ○ 日程  平成２６年５月２日（金） 

   ○ 場所  ニセコ町役場第二庁舎 

   ○ 内容  ・委員長及び副委員長の選出 

         ・各学校・幼児センターにおける本年度の学校評価について 

         ・共通重点目標の設定について 

         ・本年度の開催スケジュール 

          

 ② 第２回ニセコ町学校評価委員会 

   ○ 日程  平成２６年６月２６日（木） 

   ○ 場所  ニセコ町役場第二庁舎 

   ○ 内容  ・共通重点目標に係る各学校・幼児センターの指標について 

         ・共通の評価の観点の作成について 

 

 ③ ニセコ町学校評価委員会第１回作業部会 

   ○ 日程  平成２６年７月１６日（水） 

   ○ 場所  ニセコ町役場 

   ○ 内容  ・共通重点目標に係る評価の観点について。   

         ・評価の観点に基づく共通のアンケート項目について 

 



 ３ 

 ④ ニセコ町学校評価委員会第２回作業部会 

   ○ 日程  平成２６年８月１２日（火） 

   ○ 場所  ニセコ町役場 

   ○ 内容  ・共通重点目標に係る評価の観点及び共通アンケート項目について 

  

 ⑤ 第３回ニセコ町学校評価委員会 

   ○ 日程  平成２６年９月１１日（木） 

   ○ 場所  ニセコ町役場 

   ○ 内容  ・共通重点目標に係る共通の評価の観点とアンケート項目について 

         ・共通重点目標に係る評定結果の付け方について 

         ・ニセコ町学校評価委員会の報告書様式について 

       

 ⑥ 第４回ニセコ町学校評価委員会 

   ○ 日程  平成２６年１２月９日（火） 

   ○ 場所  ニセコ町役場 

   ○ 内容  ・各学校・幼児センターの学校評価の取組状況について（情報交流） 

          

 ⑦ 第５回ニセコ町学校評価委員会 

   ○ 日程  平成２６年３月２０日（金） 

   ○ 場所  ニセコ町役場 

 ○ 内容  ・共通重点目標に係る各学校・幼児センターの評価結果及びニセコ町と

しての評価結果のまとめについて 

 

 

 

２ 各学校・幼児センター共通の重点目標、評価の観点 

  ニセコ町学校評価委員会及び同委員会作業部会において、ニセコ町の幼児センターから

ニセコ高校まで全部の学校が同じ視点で評価を行うことから、ニセコ町学校評価ガイドラ

インから平成２６年度の共通の重点目標、共通の評価の観点、共通のアンケート項目を設

定しました。 

  なお、共通重点目標の№１では、「分かる授業を目指した授業改善の推進」と合わせて、

『幼児センター：「楽しく遊ぶ」ことができる環境構成』と別に設定しており、幼児センタ

ーでは授業ではなく、楽しく遊ぶということに取り組んでいることから、学校とは別の目

標を設定しました。 

  また、本年度は、新たに「№５ いじめ・不登校児童生徒への対応と強化」を加え、各

学校のいじめ・不登校に対する取組について評価の項目を設定しました。 
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教職員向け 児童生徒向け 保護者向け

No.1　「分かる授業」
を目指した授業改善
の推進（幼児セン
ター：「楽しく遊ぶ」こ
とができる環境構
成）

①授業改善のための校内研修の
充実

②効果的な指導方法や指導形態

の工夫

③教育課程改善に向けての取組

①校内研修の充実やＩＣＴ機器
の活用により、分かる授業づく

りが進められている。

②英語学習において、ＡＬＴとと

もに効果的な授業を行ってい

る。

③全教育活動を通じて、豊か

な心を育む教育が行われてい

る。

①学校での学習は、よくわか
る。

②ＡＬＴの先生との授業は、わ

かりやすく、楽しい。

①学校は、分かりやすい授業
をめざして取り組んでいる。

②学校は、教育全体を通して

豊かな心を育む教育活動を

行っている。

No.2　特別支援教育
の充実

①配慮を要する幼児、児童生徒対
する支援のための研修の充実

②個別の教育支援、指導計画の作

成・実施

③特別支援学級への校内支援体

制の充実

④特別支援教育への保護者理解

①特別支援教育についての研
修に積極的に取組み、授業や

教育課程の改善が図られてい

る。

②個別の指導計画、教育支援

計画が整備され、個に応じた

指導が行われている。

学校は、特別支援教育につい
て、充分な支援を行っている。

No.3　読書活動の推
進

①朝読書（一斉読書）の取組状況
②図書館利用、読書活動の状況

③「あそぶっく」との連携

学校活動の中で図書館やあそ
ぶっくを利用しながら、子ども

たちに読書活動を進め、子ども

たちに読書習慣を身につけさ

せている。

①本を読むのは、好きだ。
②学校図書館やあそぶっくを

利用している。

①子どもは、家庭でよく本を読
んでいる。

②子どもは、あそぶっくや学校

図書館をよく利用している。

No.4　防災教育・安
全教育の推進、安
全管理の徹底

①安全管理や事故防止を意識した
取組の推進

②危機管理マニュアルの等の作成

状況と改善充実

①避難訓練や防犯教室、交通
安全教室等、子どもの安全を

守る取組を行っている。

②危機管理マニュアルが整備

され、活用できるようになって

いる。

①避難訓練や防犯教室、交通
安全教室の意義を理解して真

剣に取り組んでいる。

②私の学校は、安全で安心で

きる場所となっている。

学校は、避難訓練や防犯教
室、交通安全教室等、子ども

の安全を守る取組を行ってい

る。

No.5　いじめ・不登
校児童生徒への対
応と強化

①児童生徒アンケートや職員交流
による実態把握と情報共有

②いじめを生まない児童生徒の交

流活動の推進

①子ども達の悩みや心配等状
況を把握する手立てが講じら

れ、情報を共有できている。

②校内全体で子どもの良さを

認める学級つくりが進んでい

る。

先生は、自分の様々な悩みや
相談事を聞いてくれる。

①学校は、子ども達ひとりひと
りを大切にし、相談に応じてく

れる体制が出来ている。

家
庭

、
地
域

、

学
校
・
幼
児
セ

ン
タ
ー

の
連
携

No.6　外部人材の積
極的活用

地域の方のゲストティーチャーな
ど,積極的な外部人材の活用

地域、保護者など外部人材を
取り入れた活動がなされてい

る。

講師の先生（学校外から来てく
れた先生）との授業など、積極

的に参加している。

子どもは、学校の先生以外の
さまざまな人との交流を通し

て、地域の良さを実感してい

る。

情
報
発
信
す
る
学

校
・
幼
児
セ
ン

タ
ー

NO.7　学校情報の
積極的な発信の充
実

①学校だより等の内容の工夫や充
実

②ホームページ、ブログによる情報

発信

学校だより等、各種たよりやブ
ログなどインターネットを通し

て、保護者に関心のある内容

を工夫して、積極的に情報発

信ができている。

保護者は、学校のたよりやブ
ログなどで、学校の情報を見

ている。

学
校
・
幼
児
セ
ン

タ
ー

運
営 NO.8　服務管理の

徹底

①教職員の服務規律の遵守
②コンプライアンスに関する研修の

実施

①各種報告や届けを提出し、
文書・個人情報の管理を適切

に行っている。

②体罰・金銭事故・交通安全

等について、実効性のある研

修が行われている。

分
か
る
授
業

、
楽
し
い
学
校
・
幼
児
セ
ン
タ
ー

ニセコ町学校評価委員会　　共通の評価の観点及びアンケート項目

項目 共通重点目標 共通の評価の観点
アンケート項目
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３ 各学校・幼児センターにおける評価結果 

 

 平成２６年度における共通の重点目標、評価の観点、アンケート項目により、各学校・幼

児センターで学校評価の集計を行い、各学校・幼児センターごとの共通項目の評価結果を作

成しました。 

 各学校・幼児センターの取組に対する評定結果として「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」の４段階評価

をつけています。 

 

【№１】 ・共通重点目標 「分かる授業」を目指した授業改善の推進  

（幼児センター：「楽しく遊ぶ」ことができる環境構成） 

     ・共通の評価の観点       

    ① 授業改善のための校内研修の充実 

（幼児センター：幼児が「楽しく遊ぶ」ことが出来る環境整備に努める。）

    ② 効果的な指導方法や指導形態の工夫 

（保育士が幼児と保育者との望ましい人間関係に努める。） 

③ 教育課程改善に向けての取組 

   

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただいた

意見・要望等 

幼児センター 

 

・研究主題に則り、物的

環境整備・人的環境整備

に取り組んだ。 

・幼児と保護者に信頼さ

れる保育士を目指す。 

Ｂ 

 

・物的環境整備について

は、今後園児の増加を見

越し増築を進める。 

・今後も幼児と保護者に

信頼される保育士を目指

し研修に取り組む。 

Ｂ 

 

・保育士と幼児が望ましい人間

関係、信頼関係が出来るよう努

めてほしい。 

・今後も研修を深めてほしい。 

ニセコ小学校 

 

・校内研修に積極的に取

り組み、学習指導の改

善、充実が図られてい

る。（研究授業７回、指

導主事訪問５回） 

・児童、保護者ともにわ

かりやすい授業と評価

されている。 

・子どもたちが意欲的に

取り組めるよう、パソコ

ン等を積極的に活用し、

保護者からは高い評価

を得ている。 

・英語学習は、児童の評

価は高いが、教職員の内

部評価は低くなってい

る。 

・中学校英語教諭による

乗り入れ授業を行った。 

Ａ 

 

・次年度も校内研修に積

極的に取り組み、授業の

改善・充実を図る。 

・パソコンやテレビ、掲

示の仕方などについて学

級間で交流を行ってい

く。使用していない機器

の積極的な活用に心掛け

る。 

・英語学習については、

ＡＬＴとの打ち合わせの

時間を確保して、授業に

ついての話し合いを持

つ。正式な教科化に向け

て、教材などの準備を行

っていく。 

Ａ 

 

・自分の意見を言うことを苦手

としている。クラス全体がプラ

ス評価をする。プラスの雰囲気

にいくような働きかけも必要

である。 

・小学校では、英語は親しむ段

階なので、児童が喜んで参加で

きているのを評価したい。 

・ＡＬＴはコミュニケーション

能力を大切にしている。捉え方

で評価が違ってくると思う。 

・研修だよりの発行は、とても

良い。ぜひ続けてほしい。 

・全道的な研究会は、全員で勉

強することが大切である。ぜひ

頑張ってもらいたい。 

・指導主事訪問は、上手に利用

していくことが大切である。 
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学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただいた

意見・要望等 

近藤小学校 

 

・授業の定型化を図る中

で子どもたちが学習へ

の見通しと自信をもっ

て積極的に課題解決に

取り組む姿が見られて

いる。 

・子どもたちに学習規律

やノートづくりがよく

身についてきている。 

・個々の苦手を把握し、

繰り返し学ぶ機会を保

障することができた。 

・宿題から自主学習へ転

換を図ることと個人カ

ルテの有効活用が今後

の課題である。 

Ｂ 

 

・児童を学びの主体とし、

６年間を貫く意欲と学び

方を育てることを継続す

る。 

・より確実な積み上げの

ために学習規律やノート

指導の基底となるものを

策定し、組織的に取り組

む。 

・知識・技能と考える力

をバランスよく同時に定

着させる授業づくりに取

り組む。 

Ａ 

 

・勉強が楽しく、よくわかると

感じている子が大多数を占め

ていることに取組の成果が表

れている。 

・今後も、主体的に学ぶ子を育

ててほしい。 

ニセコ中学校 

 

・ＴＴ（少人数指導）等

指導方法の工夫改善、 

「テスト前昼休みの学

習会や家庭学習計画の

作成」「長期休業中の教

科相談」「英検・漢検」

「チャレンジテスト」な

どによる学習習慣の定

着と基礎学力向上。 

・町内関係者も参観して

の授業研究の実施。 

・校内研修は計画的な取

組が不十分。 

・生徒の自主的学習習慣

の確立が課題。 

・ＡＬＴについては職

員、生徒共に９割近い肯

定的評価であり、英検合

格者も全校生徒の１割

に達し効果が上がって

いると言える。 

Ｂ 

 

・これまでの取組の継続。 

・併せて、自ら課題を持

って進める授業（アクテ

ィブラーニング）の展開

のため、規律を維持しな

がら生徒の動きを作る指

導を進める。 

・授業の進め方について、

保護者への情報提供を進

めていく。 
Ｂ 

 

・授業の改善や学力向上に向け

た様々な取組について、職員が

意識して実践していること、評

価していることが十分に保護

者や地域に伝わっていないと

ころが残念に思います。 

ニセコ高校 

 

・生徒による授業評価を

実施し、授業改善を図っ

ている。 

・公開授業の年２回の実

施 

・平成２７年度入学者の

教育課程を見直し、多様

な進路実現に対応でき

るよう改善を図る。 

Ｂ 

 

・教科指導力向上に向け

た校内研修を実施し、「分

かる授業」を実践する。 

・授業改善と学力向上に

ついては、生徒の授業ア

ンケートにより検証し、

確実に進める。 

Ｂ 

 

・授業は、学校の根幹であるこ

とから生徒の実態に合った授

業をお願いしたい。 



 ７ 

【№２】 ・共通重点目標  特別支援教育の充実 

     ・共通の評価の観点       

① 配慮を要する幼児、児童生徒対する支援のための研修の充実 

② 個別の教育支援、指導計画の作成・実施 

③ 特別支援学級への校内支援体制の充実   

       ④ 特別支援教育への保護者理解 

 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただ

いた意見・要望等 

幼児センター 

 

・特別支援委員会を定期的に

開催し、支援のあり方につい

て積極的に交流した。 

・小学校の理解もあり、積極

的に進めることが出来た。 

Ｂ 

 

・今後も、積極的に話し

合いや交流を進めてい

きたい。 

・小学校の特別支援学級

の先生方の力も借りな

がら連携を進める。 

Ｂ 

 

・保育士一人一人が特別支

援員としての研修を深め

てほしい。 

・今後も自信をもって取り

組んでほしい。 

ニセコ小学校 

 

・しりべし学園分校のパート

ナーティーチャー訪問３回、

月２回のスクールカウンセラ

ー訪問を実施し、特別支援学

級児童や通常学級で特別に支

援が必要な児童について検討

し、助言を受けた。 

・特別支援学級担当教諭は、

北海道立特別支援教育センタ

ーや札幌養護学校等へ積極的

に研修会に参加した。 

・校内特別支援委員会を本年

度１５回開催し、特別に支援

が必要な児童に対して情報を

共有するとともに、支援体制

や支援方法を確認した。 

・町の教育支援委員会と連携

して、ニセコ町特別支援リー

フレットを作成し保護者に配

布した。 

Ｂ 

 

・パートナーティーチャ

ー、心理士、スクールカ

ウンセラー、保健師等と

連携して、特別支援教育

の更なる充実に努める。 

・特別支援学級担当教諭

が、研修会に参加しやす

いような校内体制づく

りに努める。 

・次年度も校内特別支援

委員会を必要に応じて

開催し、特別に支援が必

要な児童についての支

援を行っていく。 

・特別支援教育のリーフ

レットの配布等、子ども

一人一人の特性やニー

ズに応じた教育活動の

啓発に努める。 

Ａ 

 

・特別支援学級の児童は、

幼児センターにいた時に

比べて、大きく成長してい

る。先生方の頑張りが大き

いと思う。 

・週１回の担任部会は、と

ても良いと思う。 

・幼小の連携では、特別に

支援を必要とする児童に

ついて職員間の交流をし

てほしい。また、幼児セン

ター参観は継続してほし

い。 

近藤小学校 

 

・研修を通して児童の実態を

見直し、必要な支援について

考えることができた。 

・つまずきの原因を突き止め、

事前に手立てを考え、児童が

対処の仕方を身につけ、自信

を増すことに繋がる研修を続

けたい。 

・個別の支援計画や指導計画

の策定を進めることができ

た。 

・個人カルテのさらなる活用

を図ることが課題である。 

Ｂ 

 

・個々の児童について、

ものの見方や考え方を

的確に理解し、手立てを

もって指導するための

研修を継続する。 

・個人カルテをもとに支

援の基本的部分につい

ての共通理解を深める。 

Ｂ 

 

・特別支援学級の児童がた

くましく、賢く成長を続け

ている姿を嬉しく思う。 

・小規模校の強みを生かす

うえでも、個人カルテの取

組は重要であり、実効性の

ある取組となることを期

待する。 

 

 



 ８ 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただ

いた意見・要望等 

ニセコ中学校 

 

・特別支援教育について職員

の理解が進んだことにより、

求めるレベルが高くなり、具

体的支援に対する評価は低く

なっている。 

・個々の生徒の課題に対する

的確な把握が、大きく進んだ。 

・特別支援講師の配置がない

中での支援体制の整備と普通

学級在籍生徒で支援が必要な

生徒の個別の指導計画の作成

が課題である。 

・保護者への情報提供につい

ては、パンフレットの配布に

より一定の評価を得た。 

Ｂ 

 

・特別支援コーディネー

ターを中心とした支援

態勢を確立し、合理的配

慮ができるよう計画的

な指導を進める。 

・合わせて、保護者への

情報提供を丁寧に行い、

理解を深めてもらう。 Ｂ 

 

・特別支援学級に所属して

いる生徒に限らず、何らか

の支援を必要としている

生徒に対し、町の特別支援

講師の配置もあり、その継

続とその活用の更なる充

実が必要と思います。 

ニセコ高校 

 

・特別支援委員会がスクール

カウンセラーと連携を図り、

効果的な面談を実施し成果を

上げている。 

・職員会議等で定期的に情報

交換し指導に役立てている。 

・保護者アンケートの結果か

ら、８０％程度の保護者の理

解を得ている。 

Ｂ 

 

・今後ともスクールカン

セラーと連携し、配慮を

要する生徒への支援を

進める。 
Ｂ 

 

・カウンセリングの対応に

より、生徒が学校生活をし

ていくことができたこと

は成果が出ている。継続し

てお願いしたい。 

 

 

 

【№３】 ・共通重点目標  読書活動の推進 

     ・共通の評価の観点       

① 朝読書（一斉読書）の取組状況 

② 図書館利用、読書活動の状況 

③ 「あそぶっく」との連携  

 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

幼児センター 

 

・日々の日課に絵本の読

み聞かせを位置づけて

取り組んだ。 

・専門家のアドバイスも

あり、来年度から積極的

に取り入れたい。 

Ａ 

 

・一定の成果が出ているので

今後も続けていきたい。 

・来年度からの取り組みにな

るが、カルタ、しりとり、な

ぞなぞなどを取り入れる。 

Ａ 

 

・「あそぶっく」との連携を

積極的に進めてほしい。 

・読み聞かせは、素晴らしい

成果をあげている。 

 

 

 



 ９ 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

ニセコ小学校 

 

・児童登校後に、各学級

で朝読書を実施した。 

・あそぶっくの朝の読み

聞かせを朝は１５回、昼

は４回実施して頂いた。 

・家庭ではあまり読書を

していないとの評価で

あるが、子どもたちが本

を読む時間は増えてい

るようで、一人あたりの

貸出冊数は増えている。 

・今年度から、図書室に

おいて、図書の補修や展

示の仕方などについて

支援して頂いた。 

Ｂ 

 

・読み聞かせは、子どもたち

にとって本に親しむ貴重な

機会になっている。次年度も

あそぶっくと連携していく。 

・学校図書の貸し出しの機会

を増やしたり、読書月間の期

間を延長したりするなど、子

どもたちの読書活動の充実

に努める。 

Ｂ 

 

・朝読書の時間には、担任の

先生がいて一緒に聞いてほ

しい。そうすることで、本を

読む楽しさが共有できると

思う。 

・先生方が本の紹介をした

り、読書をしている姿を見せ

たりしてほしい。 

・朝読書の時間に感想発表な

どを入れるとよい。 

・先生方が本を推薦すると子

どもたちも興味を持つと思

う。 

近藤小学校 

 

・朝読書の時間に真剣に

本を読む児童の姿が見

られている。 

・あそぶっくの読み聞か

せや児童会学習部の「お

薦めの本の紹介」など、

読書活動の推進が図ら

れている。 

Ｂ 

 

・読書に親しむ機会を創り出

すとともに、読書の楽しさを

実感させることを大切にし、

自分から主体的に本の世界

を楽しめる子を増やしてい

く。 

Ａ 

 

・読書環境を整えることへ、

労を惜しまず創意工夫しな

がら、じっくりと本と向き合

う時間を大切にしてほしい。 

ニセコ中学校 

 

・年２回の読書週間を設

けた。教師が一緒に読書

することが大切なこと

から、２回目は時間を工

夫した。 

・図書委員会の自主的活

動を促し、記念日に合わ

せた特集を組み、図書室

整備などを行うことが

できた。 

・あそぶっくと積極的に

連携した。家庭での読書

時間の確保が課題であ

る。 

Ｂ 

 

・国語科の学習において、

様々な文章に触れることの

大切さを実感させる。 

・あそぶっくとの連携や図書

委員の自主的活動をさらに

推進し、図書室整備を進め、

本を手に取りやすい環境を

常に整える。 Ｂ 

 

・あそぶっくへ生徒が訪問し

たときに、子どもの興味関心

に触れることができました。

とても新鮮に感じました。 

・学校の図書室の環境も良く

なりました。 

・小学校でのブックフェアの

取組みなど参考になるとこ

ろがあると思います。 

ニセコ高校 

 

・朝読書の活動を各クラ

スで取り組んだ。 

・生徒による図書室の利

用は少なかった。 

・「あそぶっく」と連携

し、「立ち寄り図書館」

を実施した結果、生徒の

利用者が多く盛況であ

った。 

Ｃ 

 

・朝読書は、学校全体の取組

として継続して実施する。 

・学校図書室の利用を他校の

例を参考にしながら利用促

進に繋げる。 

・あそぶっくとの連携は、次

年度も継続して実施したい。 

Ｃ 

 

・読書習慣の確立をお願いし

たい。 



 １０ 

【№４】 ・共通重点目標  防災教育・安全教育の推進、安全管理の徹底 

     ・共通の評価の観点       

① 安全管理や事故防止を意識した取組の推進 

② 危機管理マニュアルの等の作成状況と改善充実 

 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

幼児センター 

 

・月１回の避難訓練の中

に、原子力防災訓練を位

置づけた。 

・新たな点検用紙を作成

し、きめ細かな点検に取

り組んだ。 

Ｂ 

 

・月１回の避難訓練は、おし

ゃべりもせず、静かに避難で

きている。今後も幼児の安

心、安全に心がけたい。 

・新たな点検表の本格的な活

用は、新年度から進める。 

Ｂ 

 

・今後も防災意識を高めてほ

しい。 

ニセコ小学校 

 

・全職員による校内の安

全点検を月１回行い、危

険箇所については直ち

に修繕を行った。 

・避難訓練、防犯教室、

交通安全教室を予定ど

おり実施した。また、原

子力防災訓練は全校で

参加した。 

・異物除去講習、消防設

備講習などの職員研修

を行った。 

・危機管理マニュアルの

改訂を行った。 

Ａ 

 

・次年度も月１回の安全点検

を継続していく。 

・交通安全教室、防犯教室、

避難訓練は、関係機関と連携

して実施していく。 

・次年度も関係機関と連携し

て職員研修を行う。 

・原子力防災訓練について

は、早めに期日と内容を知ら

せてもらうように働きかけ

ていく。 

Ａ 

 

・小学校の子どもが被害に遭

う事案がある。防犯だけで功

を興しても良いかもしれな

い。 

・職員研修は目的意識を持っ

て行うことが大切である。 

・身の危険の防犯と携帯電話

等の防犯を併せて考えてい

くことが大切である。 

近藤小学校 

 

・目的をしっかりとした

訓練を行い、実践的な指

導を行うことができた。 

・地域との連携を図る取

組を進めることが期待

される。 

Ｂ 

 

・教職員の危機管理意識を高

め、適切な対処行動をとれる

ようにすることを第一の目

標に、児童の実践的判断力の

伸長を第二の目標とし、取組

の推進を図る。 

Ａ 

 

・様々な場合を想定し、教職

員が的確に対処できるよう

にすることは、学校の安全を

守るうえで極めて重要であ

る。 

ニセコ中学校 

 

・危機管理マニュアルの

改善を図った。 

・登下校指導の日常化に

より、事故防止の意識を

高めた。 

・保健室からの情報を分

かり易く伝え、生徒の健

康に対する関心を高め

た。 

Ａ 

 

・これまでの活動の継続と、

危機管理マニュアルの不断

の見直しを行う。 

Ｂ 

 

・学校の安全教育の実際を見

る場面は、あまりないが、町

民センターで生徒の下校を

見送る先生方の姿など、子ど

もの安全に配慮した取組が

なされていると感じます。 

 

 

 

 



 １１ 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

ニセコ高校 

 

・毎月の全校集会や交通

安全大会、ＨＲ等で継続

して指導した。 

・原子力防災に係るマニ

ュアルを整備した。 

Ｂ 

 

・次年度も計画的に実施す

る。 

・実効性のある危機管理マニ

ュアルとなるよう改善を図

る。 

Ｂ 

 

・「自ら命を守る」ことの大

切さを引き続き指導をお願

いしたい。 

・災害と原子力防災に対応し

た訓練を引き続きお願いし

たい。 

 

 

 

【№５】 ・共通重点目標  いじめ・不登校児童生徒への対応と強化 

     ・共通の評価の観点       

① 児童生徒アンケートや職員交流による実態把握と情報共有 

② いじめを生まない児童生徒の交流活動の推進 

 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

幼児センター 

 

・一部、職員の叱り方に

非難があった。センター

へ行きたくないと繋が

る心配もあるので、望ま

しい叱り方について研

修を進めたい。 

Ｂ 

 

・今後も、幼児への望ましい

叱り方について研修を進め

たい。 
Ｂ 

 

・難しいと思うが叱り方の研

修は、今後も是非やってほし

い。 

ニセコ小学校 

 

・いじめアンケートを２

回実施後、教育相談を行

い一人一人の心配事な

どを聞き、助言を行うと

ともに、いじめ等を確認

した場合には早急に対

応した。 

・月に１回、児童理解交

流会を開催し、生徒指導

上の問題や各学級の実

態交流を行った。 

・スクールカウンセラー

等とも連携して助言を

頂いた。 

Ｂ 

 

・次年度も年間２回のいじめ

アンケート、教育相談、毎月

の児童理解交流会を行う。 

・いじめや心配事等を確認し

た場合は、早急に対応する。 

・スクールカウンセラー等と

引き続き連携して助言を得

る。 Ｂ 

 

・いじめのターゲットになる

子も、打たれ強い子と打たれ

弱い子とでは、対応が変わっ

てくる。アンテナを高くして

いることが大切である。 

・いじめのアンケートは、形

骸化させることなく、有効に

活用していくことが大切で

ある。 

・子ども、保護者、教職員の

信頼関係の確立が大切であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 



 １２ 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

近藤小学校 

 

・アンケート後の面談が

細やかに行われており、

児童理解や情報の収集

に役立っている。 

・子どもの小さなサイン

について、よく情報が共

有されているが、定例の

児童交流会については

時間の確保が難しい。 

Ａ 

 

・子どもの小さなサインを見

逃さず、全教職員で情報を共

有することは今後も継続す

る。 

・６年生を中心に学校行事や

縦割り班活動を通して、共に

創り上げる喜びを感じさせ

る活動を引き続き大切にす

る。 

Ａ 

 

・小規模校の強みを生かし、

繋がりと絆を土台として、共

に創り上げる喜びを実感さ

せ、仲間意識を醸成させる。 

・近藤小学校の伝統を大切に

継承することが、いじめや不

登校と無縁の学校づくりに

繋がる。 

ニセコ中学校 

 

・いじめアンケートの実

施により、情報を共有し

生徒に個別の対応を丁

寧に行った。 

・特別活動を通して、い

じめを生まない集団づ

くりを計画的に行い、一

定の成果を上げた。 

・不登校生徒について、

スクールカウンセラー

と十分に連携を図り、相

談活動を丁寧に進め、改

善が図られた。 

Ｂ 

 

・生徒との定期相談を継続、

充実させ、報告、連絡、相談

を十分に行う中で、いじめや

不登校の未然防止を図る。 

Ｂ 

 

・スクールカウンセラーの活

用の中で、道徳の授業の実

践、不登校生徒及び保護者と

の面接の他、いじめや不登校

を未然に防ぐ取組を行って

いることを、どんどん発信し

ていくことも必要と思いま

す。 

ニセコ高校 

・年２回のいじめアンケ

ートの結果、いじめの実

態はないと認識してい

る。 

・教育相談週間を設定

し、生徒全員との面談に

より未然防止、早期発見

に努めている。 

Ａ 

・いじめ防止基本方針に基づ

き、教職員の情報共有を密に

し、組織的に未然防止に取り

組んでいく。 

Ａ 

・継続した調査や指導をお願

いしたい。 

 

 



 １３ 

【№６】 ・共通重点目標  外部人材の積極的活用 

     ・共通の評価の観点       

① 地域の方のゲストティーチャーなど、積極的な外部人材の活用 

 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

幼児センター 

 

・子育て支援センターも

含め、小中高校生との交

流を積極的に行った。特

に、ニセコ小学校との交

流は活発だった。 

・インターナショナルス

クールとの交流は、計画

を立てたが実施直前に

行事が入り出来なかっ

た。来年度は、是非実施

したい。 

Ｂ 

 

・今後も、小中高校生との交

流を積極的に進めたい。 

・年度当初から計画を立て、

インターナショナルスクー

ルとの話し合いも早めに行

ない、交流したい。 Ｂ 

 

・ＰＴＡ「おたすけまんの会」

は、素晴らしい取り組みだと

思う。 

・インターナショナルスクー

ルとの交流を是非やってほ

しい。 

ニセコ小学校 

 

・あそぶっくの方による

読み聞かせや、役場及び

農家の方の協力による

農業体験を継続して実

施した。 

・今年度はフｧイターズ

野球教室や新しく雪崩

教室を、６年生を対象に

行った。 

・インターナショナルス

クールとの年２回の交

流学習、国際交流員との

交流事業を行った。 

Ｂ 

 

・読み聞かせや農業体験は、

とても教育効果が高まって

いると思うので、次年度も継

続して行っていく。 

・今後も地域の施設や人材を

生かした特色ある教育を行

い、教育効果を高める。 

・インターナショナルスクー

ル等との交流学習などによ

り、国際感覚を養っていくと

ともに、地域の特性を生かし

ていく。 

Ａ 

 

・雪崩教室では、屋根から落

ちてくる雪も雪崩の一つだ

と学べて良かったとの声を

聞いている。ただ、小学生用

にわかりやすい説明にして

くれるといいと思う。 

・インターナショナルスクー

ルとの交流では、日本語を含

めての交流をしていかない

と、広がらないと思う。 

・限られた時間の中で、積極

的に行っていると思う。 

近藤小学校 

 

・稲作体験等、地域の協

力を得て取り組む活動

や学習は、児童にとって

有意義なものであった。 

Ｂ 

 

・エピソード記憶として子ど

もたちに長く残すべく、体験

を通して学び、気付く学習機

会を積極的に設ける。 

Ｂ 

 

・多くの人と関わり、地域や

地域の方々との距離が縮ま

る活動を推進してほしい。 

ニセコ中学校 

 

・総合的な学習におい

て、１３の企業、会社や

団体に職場体験を受け

入れて頂き、ゲストティ

ーチャーも依頼し、活用

した。 

・各教科、道徳等でも、

外部人材の活用を図っ

た。昨年よりも活用人数

は少なかったため、自己

評価が低くなった。計画

的に実施することが課

題。 

Ｂ 

 

・新しい人材を探しながら、

年間の中で計画的に実施す

る。 

Ｂ 

 

・幼児センターやあそぶっく

に生徒が訪問した際に、子ど

もの興味関心に触れること

ができました。とても新鮮に

感じました。学校外での人と

のつながりはとても大切な

ことだと思います。今後も積

極的な活動の展開を期待し

たいところです。 

 

 



 １４ 

 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

ニセコ高校 

 

・農業科学コース、観光

リゾートコースともに

地域の人材や専門家を

招聘し、年間で１０数回

の連携事業を実施した。 
Ａ 

 

・今後も継続して地域の文化

や農業、観光に関わる方々と

連携して授業を効果的に実

施したい。 
Ａ 

 

・プロジェクト学習や授業に

おいて、多くの地域の方々に

協力をしていただいている

ことは素晴らしい。 

・町民や関係団体との連携を

図り、生徒の学習効果を上げ

るために今後も実施してほ

しい。 

 

 

 

【№７】 ・共通重点目標  学校情報の積極的な発信の充実 

     ・共通の評価の観点       

① 学校だより等の内容の工夫や充実 

② ホームページ、ブログによる情報発信 

 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

幼児センター 

 

・今年度も３回の学校評

議員会で暖かい励まし

の言葉をいただいた。 

・園だよりも学級便りも

予定通り発行できた。 

Ａ 

 

・４人の学校評議員の皆さん

の温かい励ましの言葉に力

づけられた。 

・今後も、便りは遅れないよ

うに発行していきたい。 

Ａ 

 

・今後も幼児センターから積

極的に情報の発信に努めて

ほしい。 

ニセコ小学校 

 

・学校だよりは定期的に

発行した。 

・各学級の通信について

は、日常の子どもたちの

生活や学習の様子をよ

く伝えていると評価は

高い。 

・ブログについては、行

事が行われた都度、更新

して情報を発信した。 

・ホームページとブログ

については、「わからな

い」と回答した保護者が

多かった。 

Ｂ 

 

・次年度についても、学校だ

よりを定期的に発行して、学

校の経営方針等を伝えてい

く。 

・学級通信についても、日常

の子どもたちの様子を詳し

く伝えていくことに努める。 

・ホームページを見る習慣の

ない方や見られる環境にな

い方も多いと思われる。紙媒

体や懇談等で学校の様子を

伝えることにも力を入れて

いく。 

Ｂ 

 

・家庭でホームページを見る

環境がない人のために、ホー

ムページを印刷したものを

掲示すれば見てもらえると

思う。 

・ホームページの写真では、

表情があると見る時も楽し

くなるが個人情報の関係で

難しい。 

・学級通信で知らせていくの

が良いと思う。 

・学校からの文書について

は、しっかりと目を通しても

らうことが大切である。 

 

 

 

 

 



 １５ 

 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

近藤小学校 

 

・行事のたびにブログを

更新するなど、児童や学

校の様子を小まめに発

信することができた。 

・学校便りや学級通信の

内容を工夫し、「見える」

「わかる」｢伝わる」学

校づくりを進めてきた。 

Ａ 

 

・全家庭への学級通信の配

布、発信すべき情報に配慮し

た学校便り、小まめなブログ

の更新等を継続する。 
Ａ 

 

・学校で取り組まれているこ

とが積極的に発信されてい

る。 

ニセコ中学校 

 

・学校便りをはじめとし

た各種便りや、ホームペ

ージについて、内容を工

夫しながら情報発信を

行った。 

・ホームページの閲覧数

は順調に増え、２月末で

５２，８００件を超え

た。閲覧数は１日平均で

６０～８０件となって

いる。 

Ａ 

 

・学校として保護者や地域の

皆様に知って欲しい事柄と

して、学校での取組による生

徒の意識の変化及び保護者

と地域に期待したいことな

どについて、具体的に丁寧に

発信する。 Ｂ 

 

・学校での取組について、職

員が意識して実践している

こと、評価していることが十

分に保護者や地域に伝わっ

ていないところがあること

を残念に思います。 

・ボランティアや部活動など

見えやすい部分の評価は高

いです。保護者や地域の方々

には、見えにくい部分を評価

してもらうのは、難しいもの

がありますが、工夫が必要と

思います。 

ニセコ高校 

 

・教育活動や生徒の活躍

の様子を中心として、定

期的に学校だよりを発

行するとともに、町広報

誌へも情報発信を行っ

た。 

・報道（新聞・テレビ）

を通して生徒の活動を

積極的に情報発信した。 

・行事ごとに記事と写真

をＷｅｂページにアッ

プし、適時適切な情報提

供に努めた。 

Ａ 

 

・学校が知らせたい情報と保

護者が知りたい情報をバラ

ンスよく適時発信する。 

・保護者に配布物が確実に届

くよう、生徒への指導を徹底

する必要である。 

Ａ 

 

・新聞記事でよく学校の情報

を目にするができた。 

・保護者に対する情報発信の

仕方に工夫が必要である。 

 



 １６ 

【№８】 ・共通重点目標  服務管理の徹底 

     ・共通の評価の観点       

① 教職員の服務規律の遵守 

② コンプライアンスに関する研修の実施 

 

学校名 取組状況・成果・課題 
評 

価 
改善策 

学校関係者評価 

評 

価 

学校関係者評価でいただい

た意見・要望等 

幼児センター 

 

・保育士の服装、言動、

交通安全等について、気

をつけるように啓蒙し

た。 

Ｂ 

 

・特に言動について配慮する

よう心掛けた。 Ｂ 

 

・幼児や保護者から信頼され

る保育士であってほしい。 

ニセコ小学校 

 

・服務に関する指導、情

報提供は、朝の打ち合わ

せと職員会議で行った。 

・コンプライアンスに関

する研修は、計画的に行

えなかった。 

Ｂ 

 

・服務に関する情報について

は、次年度も指導、情報提供

を行って法令遵守を図り、信

頼される学校づくりに努め

る。 

・コンプライアンスに関する

研修を計画して実施してい

く。 

Ｂ 

 

・引き続き教育公務員として

の服務を守っていただきた

い。日々、服務の遵守につて

の取り組みをやっていただ

いているようなので心配な

いと思う。 

近藤小学校 

 

・学校長から出される

「和言愛語」をはじめ、

資料をもとにした研修

等により職員の意識は

確実に高まっている。 

Ａ 

 

・必要に応じて資料を用いた

研修を実施し、意識向上と相

互牽制の強化を図る。 Ａ 

 

・学校の信頼を高めるのは、

一人一人の教職員の資質、能

力及び意欲である。引き続き

チームワーク良く磨き合う

体制を大切にしてほしい。 

ニセコ中学校 

 

・本校職員のコンプライ

アンス研修の実施状況

や意識について、約８割

が肯定的に評価してお

り、一定の成果があった

と捉えられる。 

Ｂ 

 

・コンプライアンスの意識は

１００％持てるよう更なる

研修の充実と声かけを行い、

法令違反を０にする。 
Ｂ 

 

・教職員の服務に関しては分

からないが、校内研究で研修

を積んで自己研鑽に努めて

いる姿や、町民センターで生

徒の下校を見送る姿など、教

職員としての自覚を持ち、子

どもの成長を見守る姿勢に

は、感謝しています。 

ニセコ高校 

 

・教職員の職務に取組む

姿勢は年間を通じて厳

正かつ熱心なものであ

った。 

・定例職員会議等を活用

して適時適切に短時間

研修を実施した。 

Ａ 

 

・短時間の繰り返し研修によ

り、服務規律の厳正な保持に

努める。 

Ａ 

 

・今後も継続してほしい。 

 

 

 



 １７ 

４ ニセコ町全体としての評価のまとめ 

 

８つの共通重点目標に係る各学校・幼児センターの評価結果を基に、共通の評価の観点に

より同じ視点で評価を行い、ニセコ町全体としての評価結果をまとめました。以下、共通の

評価の観点ごとにまとめています。 

 

 

【№１】 共通重点目標 「分かる授業」を目指した授業改善の推進  

（幼児センター：「楽しく遊ぶ」ことができる環境構成） 

 

 「共通の評価の観点」        

① 授業改善のための校内研修の充実  

    各学校等の授業や指導では、それぞれの方法により、子どもたちに分かりやすい授

業やり充実した保育を実践するために、校内研修及び公開研究授業を積極的に実施し

ています。 

近藤小学校では複式教育に係る教育実践交流会の実施により、複式教育の研修の充

実を図りました。 

ニセコ町校長会研修事業を活用して、教員自らが先進地の視察研修で学んだことを、

自らの学校等で実践し、全体で共有することができています。 

今後も、校内研修の取組を積極的に行ない、授業改善や充実した保育に活かすよう

努めていきます。 

 

② 効果的な指導方法や指導形態の工夫 

  ＩＣＴ機器の活用、ノートづくりの指導、生徒による授業評価の実施などにより授

業の改善を実施しています。 

ＡＬＴの効果的な活用として、中学校の英語教諭とＡＬＴが小学校の外国語活動で

授業を行う乗り入れ授業の実施、英検受験生徒への指導サポートなどを行い、中学校

教員及び生徒によるＡＬＴの活用は９割近い肯定的評価がありました。 

これらにより、子どもたちの学習意欲が沸くよう工夫した取組が行われました。 

また、加配教員の活用による習熟度別少人数指導やチャレンジテスト・全国標準学

力検査・全国学力学習状況調査の分析を行い、指導方法の改善を行っています。 

今後も子どもたちが意欲的に学習できる指導方法の工夫や、外国語に触れ親しむこ

とができる機会づくりを図っていきます。 

 

③ 教育課程改善に向けての取組 

    各学校おいて、研修などの成果の活用を図りながら、教育課程の改善に向けて進め

ています。 

幼児センターから高校までの関係職員が集まって、各学校の取組や子どもたちの状

況について話し合いを行っております。 

それぞれの学校等で課題と改善策を明確にしていることから、これらの機会を今後

も活かしながら、カリキュラムの改善及び学校・教員・教科間の連携等により、教育

課程の課題解決と発展・改善に向けて進めていきます。 

なお、平成２７年度から小中一貫教育・コミュニティスクールの導入について研究



 １８ 

に取り組む予定であり、学習内容の連続性や地域との連携を踏まえた教育課程につい

て協議を行なっていきます。 

 

 

【№２】 共通重点目標  特別支援教育の充実 

 

 「共通の評価の観点」       

① 配慮を要する幼児、児童生徒対する支援のための研修の充実 

  各学校等において、校内研修や校長会研修事業を活用して、特別支援教育に関わる

様々な研修会の成果を、特別な支援が必要な子どもたちへの支援の充実に生かすよう

努めています。 

特別支援学級だけでなく通常学級においても特別な支援を要する子どもたちには、

様々なスタイルがあり、適切な指導や対応がとれるよう、教員が幅広く研修に参加で

きる態勢を整えます。 

 

② 個別の教育支援、指導計画の作成・実施 

  個別支援計画・指導計画にあたっては、各学校等で保護者の考えや意向を踏まえて

作成を行っています。 

特別支援学級のほか、通常学級在籍の子どもたちについて計画を作成することは、

保護者及び学校間の連携を進めていくことや、小さい子どもの時期から大人になるま

での目標を設定していくうえでも、必要とされているところです。 

ニセコ町教育支援委員会において、計画の様式をニセコ町版のもので作成し、これ

までの道教委の様式で作成してきたものは、継続で使用することとし、平成２６年度

から新たに計画を作成することになる子どもたちについて、新様式を使っていくこと

としました。 

今後、学校間・保護者との連携を深めていくとともに、学級種を問わず特別な支援

を要する子どもたちの計画作成を全学校等で実施します。 

 

③ 特別支援学級への校内支援体制の充実   

  各学校等において、校内の特別支援委員会を開催し、特別支援学級や通常学級の子

どもたちについて、教職員全体で支援体制や支援の方法についての確認を行ってきま

した。 

また、スクールカウンセラーや医療等関係機関との連携を図りながら、専門家から

のアドバイスをいただくことで、良い効果を上げています。 

ニセコ町教育支援委員会では、特別支援学級の活動に対する補助金交付制度を設け、

小中学校の交流学習や自立学習、関係機関への教員の旅費支給等を行い、特別支援学

級の学習活動に対する支援を行ないました。 

また、通常学級及び特別支援学級で特別な支援を必要とする児童生徒に対して、特

別支援講師を予算の範囲内で配置し、必要な支援の対応を行ないました。 

通常学級の子どもたちへの支援を検討する場合においても、個別支援計画・指導計

画を作成することにより、学校内・学校間で情報を適切に共有することができます。 

今後も校内特別支援委員会の実施により支援体制を充実されていくとともに、外部

機関との連携を深めていきます。 
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また、幼児センターから高校までの子どもたちの特別な支援について、専門的知識

によるサポートや助言指導を行うことができるコーディネーターの配置が望まれてい

ることから、専門的な人材の配置等を検討します。 

 

  ④ 特別支援教育への保護者理解 

    ニセコ町教育支援委員会で作成した保護者向けの「ニセコ町教育支援リーフレット」

を幼児センターからニセコ高校までの保護者に配布しました。 

特別支援教育を進めていくには、保護者の理解がなければならないことから、今後

も継続したリーフレットの配布による啓発を行うことで、特別支援教育を保護者に理

解を深めていただくともに、子育ての悩みについて相談できる機関があることを理解

していただく必要があります。 

教育支援相談の場においても、特別支援教育の説明を行うときに、保護者に理解が

得られるよう努めていきます。 

 

 

【№３】 共通重点目標  読書活動の推進 

 

 「共通の評価の観点」       

① 朝読書（一斉読書）の取組状況 

  各学校等で、絵本の読み聞かせや朝読書を定期的に実施しており、各学校等の取組

として定着してきました。 

朝に読書を行うことで、次の時間の授業に落ち着いて入ることができる効果がある

ことから、今後もこの取組を継続していくことで、読書への興味・感心を高めていき

ます。 

 

② 図書館利用、読書活動の状況 

  小中学校の児童生徒による学校図書館の利用は、少しずつ増えてきており、図書の

貸し出し冊数も増えてきています。 

高校においては、生徒の学校図書館の利用や貸し出しが少ない傾向にありますが、

あそぶっくとの連携により、期間限定で高校の玄関前のホールに「立ち読み図書館」

を設置しました。 

すると、多くの生徒が立ち寄って本を手に取ったり、借りていくなど利用があった

ことから、今後も生徒が図書に親しむきっかけ作りが必要と考えます。 

また、あそぶっくから推薦いただいた学校図書室支援員を配置し、各学校の図書業

務の支援を行っていただきました。 

選書サポート、本の補修、図書館内の整備、子どもたちとのコミュニケーション、

図書検索システムの入力などの支援により、子どもたちの本の貸し出しの増加など成

果が現れています。 

今後も、学校図書室支援員が各学校のサポートに入っていただくことで、図書活動

による学力向上の環境整備や、学校図書担当教員が図書業務で子どもたちに向かい合

う時間の確保が期待できます。 

学校関係者評価でも、図書活動の関心の高さが伺われるので、学校図書室支援員に

よるサポートをいただきながら、読書活動の充実と図書室の整備を進めていきます。 
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③ 「あそぶっく」との連携  

    あそぶっくと学校等の連携が定着しており、学校図書活動においてあそぶっくの存

在は大変大きなものとなっています。 

本の読み聞かせ、選書作業、図書館内の整備、ブックフェスティバル、本の補修、

子どもたちが読みたい本を探す、児童生徒とのコミュニケーション、新着本のお知ら

せなど、多数の活動に取り組んでいただいています。 

高校においても、あそぶっくの協力により「立ち読み図書館」を設置し、生徒が本

に興味を持つきっかけづくりができました。 

今後も、子どもたちが本に興味・感心を持ってもらうことができるよう、連携を深

めていきます。 

 

 

【№４】 共通重点目標  防災教育・安全教育の推進、安全管理の徹底 

 

 「共通の評価の観点」       

① 安全管理や事故防止を意識した取組の推進 

  各学校等において、地震・火災・交通安全・原子力災害が発生した場合の避難・防

災訓練を実施しました。 

原子力防災訓練では、ニセコ町全体の取り組みとして、幼児センター及び全学校が

参加しました。 

このような訓練の積み重ねにより、危機管理意識の向上を図るとともに、非常時に

安全かつ迅速に行動できるよう備えることを目的としています。 

また、学校施設の安全点検を実施し、学校施設を安全かつ安心な場所として維持す

るため、教育委員会と学校等の連携を図ってきました。 

高校においては、毎年生徒による交通安全大会として、町内事業所を回って交通安

全宣言の取組を実施しており、地域の活動として大変良い評価をいただいています。 

今後も、これらの取組を推進していきます。 

 

② 危機管理マニュアルの等の作成状況と改善充実 

    各学校等で、原子力災害発生時対応マニュアルを新たに作成しました。 

その他にも、地震や火災などが発生した際の対応マニュアルが整備されています。 

今後、避難・防災訓練の実施や校内会議などでマニュアルの検証・見直しを適宜進

めていき、校内の全職員がマニュアルに基づいた迅速な対応がとれるよう、目的意識

を持って進めていきます。 

   

 

【№５】 共通重点目標  いじめ・不登校児童生徒への対応と強化 

 

 「共通の評価の観点」       

① 児童生徒アンケートや職員交流による実態把握と情報共有 

  各学校において、児童生徒に対するいじめに関するアンケートを年２回実施し、ア

ンケートの結果によって、児童生徒と教員が個別に教育相談による対応を行ないまし

た。 
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アンケート結果や対応内容を校内で情報を共有し、学校全体で児童生徒を見守る態

勢をとっています。 

また、スクールカウンセラーとの連携により、保護者・児童生徒との交流・面談を

実施し、適切な対応を行ってきました。 

本年度、教育委員会と各学校で「いじめ防止基本方針」が作成され、いじめ防止に

対する態勢が整ったところです。 

万が一、いじめの事案が発生した場合は、保護者・教育委員会と連携を図り、各学

校及び教育委員会で定めた「いじめ防止基本方針」に基づく対応をとっていきます。  

また、研修の機会を活用して、教育相談を行うときの教員の対応方法を多くの教員

が学習できる機会を作っていきます 

 

  ② いじめを生まない児童生徒の交流活動の推進 

    各学校等では、子どもたちによる様々な交流活動が行われており、子どもたち同士

がお互いを理解したり、信頼関係を築いたり、コミュニケーション能力を育成する良

い機会であると捉えています。 

もし、子どもたち同士のトラブルが起きた場合は、学校と保護者間で連絡を取り合

いながら、面談を行い対応・指導を行っております。 

トラブルの原因も様々ではありますが、トラブルが連続したり、発達障害等の可能

性があるようなときは、スクールカウンセラーや教育委員会・関係機関との連携をと

った対応をしていくことも必要であります。 

今後も、子どもたちが主体的にいじめ防止の取組を行っていくことで、いじめ防止

の効果が期待できます。 

 

 

【№６】 共通重点目標  外部人材の積極的活用 

 

 「共通の評価の観点」       

① 地域の方のゲストティーチャーなど、積極的な外部人材の活用 

    本年度も各学校等において、町内の外部人材による様々な体験学習や講演、学習活

動が実施され、主な各学校等の取組は、次のとおりです。 

 

   【幼児センター】 

観劇、クラシックコンサート、虫歯予防教室、ファイターズ野球教室、寿大学交流

会、消防による防火映画上映 

   【ニセコ小学校】 

    稲作体験、交通安全教室、租税教室、インターナショナルスクールとの交流学習、

消防による避難訓練学習、雪崩学習、郵便局の協力による手紙の書き方体験授業 

 

   【近藤小学校】 

    稲作体験、交通安全教室、敬老ふれあい交流会、ベルマーク財団一輪車講習会、雪

崩学習 
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   【ニセコ中学校】 

    オペラ交流学習、コロッケ作りと６次産業の学習、綺羅街道に関する学習、町内企

業への職業体験学習、国際交流員との交流学習、雪崩学習 

 

   【ニセコ高等学校】 

    大学・専門学校・塾の講師による進路・生徒指導学習、アイヌ文化交流会、雪崩学

習 

 

以上のとおり、外部人材を活用した様々な取組を実施してきました。 

教育委員会の主催で、各学校で雪崩学習を実施しましたが、小学生には難しかった

面があり、説明の仕方などを工夫することが反省として上げられます。 

また、外部人材リストとして、ニセコ町内の職人のリーフレットを各学校に配布し、

外部人材を探す資料として提供しました。 

学校関係者評価でも、学校と地域との関わりが大切な活動であり積極的に行ってほ

しい意見もあり、ニセコ町の子どもたちを育てる学校として、今後も外部人材を活用

した取り組みを推進し、プロから本物について学び触れる機会を持つことができるよ

うな、キャリア教育の推進を図ります。 

 

 

【№７】 共通重点目標  学校情報の積極的な発信の充実 

 

 「共通の評価の観点」       

① 学校だより等の内容の工夫や充実 

  各学校等において、学校だよりや学級だよりを定期的に発行してきたことで、保護

者や地域住民に学校の様子や教育活動を伝えることができました。 

学校の情報を積極的に発信していくことで、学校への理解と協力を得ることが期待

されます。 

今後も、学校の様子がわかりやすく表現できるような内容にして、わかりやすく充

実した情報発信を行っていきます。 

また、町の広報誌やラジオニセコをもっと利用していくことで情報発信をさらに充

実させていきます。 

 

② ホームページ、ブログによる情報発信 

    各学校等のホームページやブログを活用して、学校行事などがある都度、いち早く

更新を行って、閲覧者に伝えることができました。 

しかし、ホームページを閲覧できる環境がない家庭もありますので、今後の情報発

信の仕方について、さらにもうひと工夫考えていくことが必要とされます。 

また、保護者がホームページで学校の様子を確認することで、親子のコミュニケー

ションのツールとしても利用されていることから、今後も分かりやすい情報発信を継

続していきます。 
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【№８】 共通重点目標  服務管理の徹底 

 

 「共通の評価の観点」       

① 教職員の服務規律の遵守 

  学校等の職員の服務規律に対する意識は、これまでの研修等の積み重ねにより、高

まってきていると感じます。 

しかし、一部では学校職員の交通違反・交通事故が発生していますので、今後も服

務規律を初め、社会的な規律の遵守についても、働きかけを継続する必要があります。 

学校関係者評価でも、学校の信頼を高めるため、また教育公務員としての服務規律

の遵守の徹底が求められていることから、研修の継続実施により意識の向上を図って

いきます。 

 

② コンプライアンスに関する研修の実施 

    教育公務員として、コンプライアンス（法令順守）は仕事を進めるうえで当然のこ

とであり、変化する社会情勢の中で、職員一人一人が法令等をしっかりと理解し、教

員個人ではなく学校として業務を遂行していかなければなりません。 

学校等のコンプライアンス研修の実施で、教員一人一人の意識の向上が見受けられ

ますので、今後も継続した取り組みとして進めていきます。 

 

 

５ 今後の取組について 

 

   本年度もニセコ町学校評価委員会では、ニセコ町学校評価ガイドラインに基づき、学

校評価の取組を行ってきました。 

   各委員・各学校職員の協力により、学校の垣根を越えて、子どもたちの成長に関して

同じ目線で考え、その成長と課題を全体で確認する場として取り組むことで、学校評価

の機能を向上させることができます。 

   今後は、ニセコ町の子どもたちの成長過程について、共通の重点目標と共通の評価の

観点という同じ目線で確認していくことで、子どもたちがどのように成長しているかを

捉えることができるように、より充実した評価方法の検討を踏まえるとともに、取組状

況や成果報告に数値目標と数値結果を盛り込んだ内容にすることで、さらに深みを増し

た学校評価の取組を進めていきます。 
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◎ ニセコ町学校評価委員会 構成委員 

  （任期  平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日） 

   

区 分 職 名 氏 名 

ニセコ小学校 
校 長 

（ニセコ町学校評価委員会 委員長） 
新井  融 

ニセコ中学校 
校 長 

（ニセコ町学校評価委員会 副委員長） 
渡邉  均 

近藤小学校 校 長 齊藤 信之 

ニセコ高等学校 校 長 板東 眞一 

幼児センター 園 長 菊地  勇 

ニセコ町ＰＴＡ連合会 副会長 山野 美昭 

地域住民等 ＮＰＯ法人あそぶっくの会事務局長 矢島  誠 

事務局 教育長 菊地  博 

事務局 学校教育課長 加藤 紀孝 

事務局 学校教育係長 三橋 公一 

事務局 学校教育係主事 深澤 華代 

 

 


